
介護予防・日常生活支援総合事業等の充実
のための市町村支援事業

～観音寺市の「ワンチーム」づくり報告 そしてこれから～

観音寺市健康福祉部高齢介護課
介護保険係 ・介護事業係
地域包括支援センター

観音寺市
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観音寺市の概要

• 面積 117.84 km²

• 人口 59,692人 高齢化率 32.75％

• 要介護認定率 16.5%

• 第７期介護保険料 64,800円

• 交通機関 JR 2駅 市内循環バス

車がないと生活できない

• 地域包括支援センター １か所

平成26年度～４年間委託

→平成30年度から直営へ（３年目）

• 四国の中央に位置し、香川県の最西端

「 らりるれレタス 」 「 豊南の梨 」

https://www.city.kanonji.kagawa.jp/site/ijyu/
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高屋神社の「天空の鳥居」 砂絵 「寛永通宝」

伊吹いりこ
いりこの島
「伊吹島」

太鼓台「ちょうさ」

観音寺市へ

お越しください

「じゃらん」 2020

行きたい美し過ぎる
パワースポット全国2位
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総合事業における今までの取組

• 平成27年度～ 総合事業開始に向けて検討会開始

• 平成28年4月～ 総合事業開始

• 平成29年度～ 研修会開催（ケアマネジメント力向上）毎年1回
対象者:介護支援専門員・事業所・リハ職

講師と個別ケア会議について意見交換し質の向上

• 平成29年度～ 短期集中C事業検討会を事業者（OT）と行い、

平成30年度から開始

• 令和元年度～ 地域密着型サービス事業所の会で自立支援について考える

• 令和2年度 ケアマネジメント力の向上研修会

総合事業の検討会再開
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悩み
要介護認定率は低いが、
事業対象者が多い
自立支援が進まない
なぁ・・・

短期集中事業C開始した
が、事業の対象者が
抽出されてこない・・・

介護予防の事業見
直し必要だけ
ど・・・

住民や事業所自立支
援の共有が難し
い・・・

事業費の上限超えの解
決に時間かかる・・・

地域のケアマネ元気な
い 自立支援に関心薄
い？

今まで積み上げたこと
の検証ができてない
データー分析弱いなあ

人事異動で職員が
入れ替わり共有
が・・
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エントリーシート内容
課題
〇短期集中事業や介護予防マネジメント、地
域ケア個別会議等で介護予防や自立支援を推
進できるような取り組みを行ってきたが、目
指す方向性の共有に課題が多く、解決に時間
を要している。

〇短期集中事業においてケース選定、多職種
連携、利用者の制度理解が十分でなく、思う
ような事業展開ができていない。

〇要介護認定率は低いが事業対象者は多く、
介護予防のしくみづくりやサービス卒業し、
地域で暮らせるようなマネジメントが進んで
いない。

〇目指す方向性を整理して進めてきたが、費
用対効果が十分でなく、事業の上限額越えが
解決していない。

取り組みたいこと

〇現状を評価し、課題整理、分
析を行い、介護予防・日常生活
支援総合事業や生活支援体制整
備事業、地域ケア会議等各種事
業を連動させることで、地域住
民主体の介護予防のしくみづく
りに向けて取り組みを進める。

結果、安心して地域で暮らせ
る体制づくりを構築しさらに、
事業費の限度額超えの解決をし
たい。

〇市全庁で地域包括ケア体制構
築を推進できる体制を作りたい。

この機会を
逃さない
見直すチャ
ンス
何かできる
のかな
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第１回目 意見交換会

気付いたことや認識したこと
• 現状分析が不足していた
• 虚弱高齢者把握と定義が十分でなかった
• 住民と今後のビジョンの共有が十分でなかった
• 事業対象者の状態像が曖昧だった
• 目指すビジョンを達成するためには、庁内連携

が重要なカギになること

部長
課長
補佐も参加

これは、
観音寺市の
強みです

これからのポイント
☆ どのような市にしたいのか、

「ビジョン」今よりも具体的にして
おくこと。→現状をしっかり分析する

☆ メンバーと「ビジョン」共有がカギ
庁内連携や住民との意識共有も大切

☆ 戦略的にしくみを作り取り組むことが
ポイント

☆ 今後に向けて何を優先して取り組むのか
何を大切にしていくのか
足りないものは何か
第8期介護保険事業計画を意識しながら、
ロードマップが必要
そして、事業評価し、PDCAサイクルが
大切

☆ できていない事だけに目を向けるのでは
なく、強みを知り、生かした展開をする
こと
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１回目終了後
メンバーで検討会開催 ２回目までに

・これから何に取り組む必要があるか、
明確にするため、データーから要支
援者の状態など分析する（実態把握）

・一般介護予防事業を再編するために、
地域の実態把握し、事業案を作る

・次年度の事業の予算化
介護予防把握事業実施
短期集中事業のプロジェクトチームの
立ち上げ

・目指す方向性を共有し、それぞれの役
割を理解する為に、関係者を対象に研
修会を2回目の支援で開催しよう

できること始めよう
次回まで１か月

役割分担

これからのポイント
☆ どのような市にしたいのか、

「ビジョン」今よりも具体的にして
おくこと。→現状をしっかり分析する

☆ 戦略的にしくみを作り取り組むことが
ポイント

☆ メンバーと「ビジョン」共有がカギ
庁内連携や住民との意識共有も大切

☆ 今後に向けて何を優先して取り組むのか
何を大切にしていくのか
足りないものは何か
第8期介護保険事業計画を意識しながら、
ロードマップが必要
そして、事業評価し、PDCAサイクルが
大切

☆ できていない事だけに目を向けるのでは
なく、強みを知り、生かした展開をする
こと
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２回目の内容 午前

分かった事

☆ 観音寺市のビジョンを更に具体的にし、根拠になる
データーや説明できる資料の内容、見せ方、伝え方が
ポイント

☆ 市として規範的統合の重要性を再認識
☆ 進むべき方向性に向かって取り組むべき事業内容、
方法等一部担当者だけで考えるのではなく、他の立場
からの意見を聞くことで、発見や気づきを得ることが
ある。
これを中心となって進めていく者の強い意思と覚悟
が必要「あきらめないこと」

研修会 「地域包括ケアシステムって何
だろう？それぞれの役割は？」

課題を感じている
仲間がいた
これから手を繋ぐ
仲間がいた

参加者アンケートから課題は

①市のビジョンの共有不足
②介護保険理念の共有不足

（規範的統合）
③ 介護支援専門員のケアマネジメント力不足
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２回目 午後

方向性

・データー分析は事業の必要性を把握し、
活用できる効果的なものにする
・方向性をロードマップに落すこと
（第8期介護保険事業計画との連動性）
・短期集中事業の方向性を決め、プロ
ジェクトチーム（案）を作る

・庁内連携しくみづくりはトップダウン
がベスト

※
※観トレセブン（7）　元気なのう（2）　はつらつ（1）

短期集中（通所C）

　　通所B
　　通所A
　　従来型通所

　　介護予防手帳

　　　短期集中訪問C

　　　訪問B
　　　訪問A

観トレ

【おれんじの会】
介護予防サポーター
認知症サポーター
生活支援ボランティア
観トレマスター

　　銭形貯筋体操

元気を維持し地域で活躍できる高齢者を増やすための検討会の立上（仮称）

虚弱高齢者の元気を取り戻し地域に戻すための検討会の立上（仮称）

介護予防・日常生活支援総合事業

自立
（アクティブシニア）

事業対象者

要介護１～５
虚弱 要支援1.2

　　　従来型訪問

　　ポイント制度

　　いきいきサロン

　　一般介護予防教室

観
ト
レ
・介
護
予
防
手
帳
の
活
用
を
ど
う
す
る
か

担い手・介護予防

自立支援・介護予防

自立支援・重度化予防
介護予防把握事業で対象者把握

介護予防把握事

業で短期集中事

業の対象者を把

握

・参加しやすい場所や回数の検討
・より効果的な事業展開をするための方

策の検討

・週一回以上開催するサロンへ保健師等を派遣し自主的に運

動ができるサロン・居場所の展開

・要介護者、障がい者等歩いていける場所誰でもが参加でき

るサロン、居場所の展開

・ポイント制度の見直し

・今の事業の評価とより効果的なものへ見直す

・対象者をどこにするのか？

・どのような内容にしていくのか？

・普及啓発・活用の方法は？

・検討会の持ち方と

メンバー構成の検討

移
動
の
問
題
を
ど
う
す
る
か

ここが空白

自立 虚弱 要支援 要介護

←左へ向かう住民・事業所の理解・ケアマネジメント

内容
・データー分析報告
・要支援者に真に必要なものは

→短期集中事業の再構築
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データー分析

将来人口推計

要介護認定将来推計

認定希望
サービス

認定申請者年齢

申請原因疾患

日常生活圏域
調査から

短期集中事業の
ターゲット層を絞
り込む分析が大切

データー分析担当 KAJI
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一般介護予防事業の目指すもの

☆ 元気な期間を延ばす
（要支援になるまでの期間延ばす）

☆ 健康寿命の延伸が大事

好きな事が
最期までできること

再編しました
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３回目までの取組

• 現状分析から高齢者の詳細な状
況が見えてきた

• 各種事業の対象者や状態の

イメージ化が深まった

• 更に支援の必要な者を数値化す
る（把握事業A・Bリスト）

• 短期集中事業を効果的に進める
為のイメージ化を深めること

• 短期集中プロジェクトチーム
（案）を作成する

全体像は作
れたけれど、
具体案が進
まない

話し合い繰
り返してい
るけれど、
共有難しい

ロードマップ
は第8期介護
保険事業計画
の課内会で考
えよう

やりたい

こと欲張
らない
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短期集中事業のイメージ化する為に

タイミングよく田中さんからの
お電話

結果

ZOOM会議の開催
課 題

第3回支援までに
短期集中事業検討委員会の目的・スケジュール検討
リハ職のヒアリング実施し、今後のメンバーとなる方探し
短期集中事業の方法など具体的にしていく

上手くいかなかっ
た事を共有しない
と進まない

成功体験
が必要
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短期集中事業の共有図るために

動画で共有

〇リハ職アドバイザーからの
要望もあり、利用者の状態像を
動画で共有

〇本人の意欲や家族の協力体制など
確認。予後予測等から対象者選定。

〇方向性の確認と支援方法の意見交換

模擬 個別ケア会議の開催

目的
対象者選定、目標設定の検討
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３回目

報告
• 短期集中事業検討委員会目

的・スケジュール（案）

• リハ職ヒアリングまとめ

• 短期集中事業（案）

• 現在までの事業実施の課題の

洗い直し

最終回だけど・・・
これからのしくみをしっかり
作ること
第９期に向けて体制づくり
基礎固めの時間

田中さんアドバイス

事業の再構築には時間
をかけて練る・意見交
換することが重要

市長へもブリーフィング
庁内連携の方向性も知って
もらえた
市長の高齢者の自立支援の
考えも聞けた 「繋がる」

まだまだ
経過途中です
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３回目を終えて

• 目指す方向性の整理
はでき、課題の取り
組むべきことが明確
になった

• 介護予防のしくみづ
くりの方向性の整理
ができた

• ロードマップは介護
保険事業計画で整理
した

• 「高齢者の保健事業
と介護予防等の一体
的な実施」の介護保
険部門の役割の整理が
できた

ワンチームで取り組む
ビジョンを共有して
あきらめないこと

これからの取組
☆ R3年度短期集中プロジェクトチームで事業共有し

ながら、R4年度開始に向けて事業の具体化をする
☆ 虚弱高齢者を早期発見し、早期介入するためのし

くみづくりをする
☆ 住民が自ら介護予防に取り組める地域づくりをする
☆ 機会を捉えた具体的なビジョンを共有し続けていく
☆ 自立支援に向けたケアマネジメント力向上
☆ 庁内連携の体制づくり

目的・ビジョンを
確かめ合いながら

できる事から
取り組もう
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学び

～ たくさんの事を学びました！～

☆「介護予防・日常生活支援総合事業」だけを捉えるので

はなく、他事業や市の施策など広い視点で考え、関係

者がチームになり、介護予防・地域づくりを目指すこと

☆ このチームはケアマネジャー、事業所だけでなく、住民

も含めたチームで将来を描くこと

☆ 保険者として、しっかりと役割を果たしていくこと

☆ このためには、課内全体でしっかり意見を出し合い、話

し合いを重ね、同じ方向性に向かって進めていくことが

重要

観音寺市はあきら
めないぶれない
ワンチーム
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最後になりました

☆ 事業の組み立てにおいて、様々な場面で的確なアドバイ
スや助言をいただくことで、新たな気づきを得たり、
自信を持って進んでいくことができました。

☆ 課内全体で、事業の振り返りや今後の展望を協議、共
有できたことが良かったです。今回事業参加していな
い職員、関係者等共有していくことが必要と考えてい
ます。

☆ まず、自分たちの中で、しっかりとしたビジョンを持
ち、言葉できちんと説明できることが大切だと思って
います。

☆ 今回の事業で、県の方、四国厚生支局の方とも一緒に
考える機会をいただき、繋いでいただいた事で、これ
からは一緒に考えてもらえるメンバーが増え、県、四
国厚生支局もワンチームのメンバーです。

感謝とお礼
広い視野・熱い思
い・細やかな配慮
温かな
住民を思う気持ち

素晴らしい田中さんとの
出会いに感謝します
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